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事業報告書                                平成 31 年 3月 31 日現在 

事業名 

包括的・段階的 

支援事業 
具体的な事業内容 実施日時 実施場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

実行委員会の 

開催 

連携事業を円滑に遂行する為、課題の把握、整理、

検討を行う 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日

①毎水曜日 

②毎木曜日 

①ベトサダ事務所 

 

②ジョイン事務所 

5 名 

8 名 

 

 

調整会議 

生活保護に依存し

ない生活困窮者へ

の自立支援活動 

路上生活者や、さまざまな理由により路上生活に

陥ってしまいそうな若者が自立できるまでの間、

衣食住の提供等の生活支援、求人情報の提供・面

接や通勤等の交通費支給等の就労支援、定期的な

健康診断・病院への送迎、医療費減免手続のサポ

ート等の医療支援を行う事で、安定した生活基盤

を作ってもらう事を目的としています。面接を通

じて適切な連携団体に繋ぎます。 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・ベトサダ荘 5 名 

路上生活者及び 

生活困窮者 

総受け入れ人数            157 名 

前年度より引き継ぎ        18 名 

就労支援者数                   108 名 

自立した人数                67 名 

（実家に帰った人含む） 

早期就労が困難な

若者へのパーソナ

ルサポート及び中

間就労支援活動 

障害認定 B・B-、等の知的障害、発達障害、軽度

な身体的障害の人を対象に就労意欲、社会的貢献

の喚起、一般就労に向けた就労訓練を目的に生活

支援を行いながら行います。軽微な就労をしても

らいながら、カウンセリングを行い一人ひとりに

向き合って一般就労に向けてサポートしていき

ます。 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・ベトサダ荘 3 名 

早期自立が困難である人 

生活困窮者 

刑余者及び高齢者・

障がい者・介護が必

要な方々への支援

活動 

行き場のない矯正施設退所者に対し、金銭管理・

生活習慣指導を伴走的に行いながら再犯を防ぎ

自立のために支援を行います。 

障がい者及び高齢者に対して通院、買い物等の送

迎、各種手続き、問題点、悩み事の相談、分析を

行いフォローアップすることにより一日も早く

社会参加を実現させることを目的としています。 

長期路上生活で病気を患い、病状が悪化した状態

で相談に訪れる人も多いため、早急な医療サービ

スを的確に受けてもらう事を目的としています。 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・ベトサダ荘 6 名 

刑余者・障がい者・高齢者 

医療及び介護が必要な 

路上生活者・生活困窮者 

 

拘置所・矯正施設退所者        13 名 

警察                      10 名 

高齢者（50 歳以上）                            41 名 

札幌市内における、

路上生活者及び生

活困窮者と思われ

る人への声掛け活

動 

朝回り、夜回り等での声掛け、巡回相談、安否確

認、路上生活者予備軍の早期アプローチによる救

出等を行います 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日

隔週土曜日 

・エスタ→地下歩行空間→大通コン

コース→市営バスセンター→中

央バスターミナル→創成川公園

→大通公園→北 14 条駐車場通路

→アピア→札幌駅西コンコース

→エルプラザ行き通路→札幌駅

東コンコース 

4 名 

札幌市内の路上生活者 

及び生活困窮者 

目視延べ                     507 名 

1 回平均目視             19.5 名 
見回り 26 回平均 

路上生活者及び生

活困窮者等の緊急

避難施設（シェルタ

ー）の設置 

路上生活者及び生活困窮者に対し、一時的もしく

は長期で生活支援を行い生活の立て直しを行い

ます。肉体的に疲労困憊した身体を休めてもら

い、精神的に抱えているダメージをカウンセリン

グによりひも解いていき、一般就労に向けさせて

いきます。 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・ベトサダ荘 3 名 

ホームレス及び 

生活困窮者 

延べ              175 名 

（前年度からの継続含む） 

24 時間電話相談 

警察署、他支援団体、区役所、一般住民の情報提

供、本人のインターネット検索他からの相談、連

絡、受け入れ要請 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・ベトサダ事務所 3 名 

ホームレス及び 

生活困窮者 

 

夜間電話                      39 件 

夜間受け入れ                  52 名 

（PM6:00～AM8:00） 

上記に係る運営維

持管理業務 

連携事業の運営管理、経理、一般事務、取り纏め

を行います 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・ベトサダ事務所 2 名  

生活困窮者一時生

活支援事業（委託事

業対象外者） 

北海道ろうきん社

会貢献助成 

委託事業では支援出来ない人達を、自主事業での

一時生活支援 

（委託事業外の生活支援・住宅支援） 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・札幌市東区アパート １名 

札幌市以外の生活困窮者委託事業 

対象外者 

延べ                      7 名 

無料職業紹介事業 

自分で就職活動が出来ない・決まらない等の人達

に、応募して頂いている会社の紹介・案内を行い

ます 

H30年 4月 1日より

H31 年 3 月 31 日
・ベトサダ事務所「絆」 ３名 ベトサダ入居者対象         29 名 

 



実行委員会の開催 

 

業務を行う為に開催しましす。連携の確認（部屋の空き状況・就労・住宅支援・サポート等）、本人の方向性、

社会資源の必要性、状況説明等を行いました。委員会は毎水曜日（ベトサダ内）及び毎木曜日（市を含めジョイ

ン・ネットワーク団体）に行いました。 

 

生活保護に依存しない、生活困窮者への自立支援活動 

 

相談者の現状、状況、過去、障害の有無、要望、方向性等の話を聞き取ります。それにより、今後の方向性を

当事者と話合いを行いながら支援の方向性を考えていきます。ベトサダ荘への入荘、他団体への繋ぎ等を判断

し、本人確認の上今後どのようにするか決めました。 

 

札幌市一時生活支援事業に於いての入り口支援及び緊急シェルター対応を行っています。支援を求めて来る

人には、共同生活の為ハウスルールに則していれば 100％即入居してもらい支援、繋ぎを行います。 

 

今年度（Ｈ30 年 4 月 1日～Ｈ31 年 3 月 31 日）の総入居者数延べ 157 名、総支援者数 175 名で内訳は、札幌市

内からの入居者は 73 名、市外は 42 名及び道外は 29 名、記憶喪失の為不明 1名、刑務所・拘置所からは 13 名い

ました。平成 29 年度事業から引き続き支援している人は 18 名いました。内、一時生活支援事業対象外は 7名い

ました。（一時生活支援から自主事業に移行・前年度からの引き継ぎを含む）また、一時生活支援事業対象外の

人を緊急一時シェルターとして受け入れし、方向性が決まるまで生活支援（衣食住）を行いました。一時生活支

援事業対象外の人は入居期間 12 ヵ月とし、自立した社会生活に回帰できるよう支援しました。 

  

一貫して就労支援をメインに活動を行っています。生活保護申請、各種障がい者手帳を取得等はしていませ

ん。ベトサダで支援出来ない就労が難しい人は早々に他団体に繋ぎ専門の人達に任せ、地域連携をしている資

源に繋げる方が良いと考えます。そして施設を利用できる期間が短い為支援が中途半端になる可能性があるの

で、少しでも早く生活保護を受給できるよう等し、個人の生活安定を優先させ、時間を掛け社会資源の利用を

した方が良いと考えます。そして所持金が無い人ばかりなので、お金を貰い自分の欲しい物が少しでも買える

ようにしたいと云う想いも有ります。今年度生活保護に移行した人は 49 名いました。 

 

 就労支援では、今年度 157 名中（総利用者数 175 名）67 名が自立していきました。支援として衣食住の提供

及び、就活する為に必要な物等の提供、面接送迎等の支援を行いました。また、当団体の関連団体に繋ぎ、自立

に向けての準備が早めに出来る様に連携して就労支援を行いました。他の一般企業で当施設に求職情報を頂い

ている会社の紹介も行い、本人の意思によりその会社の面接を希望した場合、当施設に来てもらい面接を行っ

て頂きました。就職が決まった方には、仕事着、仕事に必要な物、昼食の支援等を行いました。 

  

緊急シェルターとしての緊急受け入れは 365 日 24 時間体制で受け入れしていますので、受け入れ人数は 157

名になります。夜間電話相談 39 件、18：00～8：00 までの受け入れは 52 件ありました。 

 

医療支援では、健康保険の申請の手伝い、常備薬の配布、病院への送迎、情緒不安定、ストレス等のリスクヘ

ッジの為のカウンセリング等を行いました。 

 

入居者のほとんどは所持金を使い切り、所持金 100 円未満の方がほとんどです。彼らに対し生活保護申請の

支援を行うことは可能ですが、就労意欲のある健康な人に対し、安易に生活保護申請をするのは、社会問題と

なっている「生活保護依存症」の要因となります。私たちは「生活保護に頼らない支援」をするために、「生活

支援」「就労支援」「医療支援」を基本に支援を行っています。また、債務を抱えた人も多いのですが、借金返済

の為のシェルターではないので、入居期間中は借金の返済は出来ません。法テラス等に同行し債務整理、破産

手続き等行いました。 

 

成果として、生活保護ありきの就労ではなく、一般就労に於いて、ベトサダの全入居者での自立は 47％にな

り、就労支援対象者での自立は 68％になります。また就労支援対象者で 1 ヵ月以上の利用者の就労率はほぼ

100％です。 

 

☆平成 30 年 4 月１日より平成 31 年 3 月 31 日は 67 名の方が自立していきました。生活保護で考えるな

ら、1 人当たり月額約￥113,000 の保護費が掛かります。年間で約￥1,356,000 になります。今期 67 名の自



立を考えれば、月額で月平均人数 5,6 名×￥113,000 で約￥632,800 の財政削減を行った事になります。年

間で考えれば￥632,800×12 ヵ月で￥7,593,600 の削減になります。膨大な効果だと考えられます。一旦生

活保護をとっても、その後自立する人が増え再路上しない限り効果は上がって行くと考えられます。当団体

の受け皿になってくれている支援団体がいてこその成果です。 

 

☆一般就労した人の支払う事になった「所得税・社会保険料・住民税等」の税の徴収を最低賃金で計

算すると、810 円（平成 29 年度北海道最低賃金）×8時間（1日）×22 日（1ヵ月稼働日数）＝146,960

円になり、所得税約 1,750 円（月額）・社会保険料約 42,000 円（月額）・住民税約 2,000 円（月額）

＝45,750 円（月額）×12 ヵ月＝約 549,000 円（1 年）×67 名＝約 36,783,000 円（年間）の就労による

税・社会保険料所・所得税等の徴収増財政効果になり、生活保護回避金額 7,593,600 円（1年）をプラ

スすると 1年で約 44,376,600 円以上の財政効果になります。 

 

北海道ろうきん社会貢献助成 

（早期自立が困難な人のサポート及び住宅支援活動） 

 

様々な理由によりアパートが借りられない等、早急に自立出来ない人にアパートを提供し支援しました。入

居期間は最長 12 ヵ月で、その間に自立してもらいます。部屋数に限りが有り、全ての人に対応出来る訳ではあ

りません。ベトサダ荘から離れた場所にある為毎日顔を合わせる事が出来ません。週 1 回面談を行いました。

今年度 7 名の支援を行い、内 2 名が自立する事が出来き、2 名は引き続き支援を行い、1 名はいなくなり、2 名

はアパートに入居できるまでの短期一時支援でした。 

 

刑余者及び高齢者・障がい者・介護が必要な方々への支援活動 

 

 刑余者の支援活動は年齢、刑余期間、犯歴回数などの聞き取りを行い、今後の方向性を本人との相談により

決めていきました。犯歴回数が少ない・刑余期間が短い・若年齢（目安として 55 歳以下）の人は最初から生活

保護希望でない限り就労支援を行います。他の入荘者と同様の居住場所に住み、食事の提供を行い日々の生活

を共に過ごしました。その行動、就労意欲等を見ながら面談を行い一般生活へ移行出来るか出来ないかの判断

の確認を行いながら、出来る人はそのまま一般就労をしてもらい、出来ない人は生活保護を受けるよう他団体

に繋ぎました。 

 

犯歴回数の多い人・刑余期間が長い人・高齢者・障がいが有る人は、なかなか一般就労が出来ない為、緊急シ

ェルターとして受け入れ、生活保護受給の為、早々に繋ぎ先を決め移動までの期間（1 日～15 日）ベトサダで

受け入れ、迅速に他団体への移動を行いました。他団体は事務所が休みの日が有るので、時間的・空き状況等で

速やかな移動が出来ないこともありました。要介護の人は初期面談で繋ぎ先を決めます。主に介護職員がいる

団体に繋ぎました。ベトサダでは介護職員がいない為、介護が出来ないからです。 

 

札幌市内における、路上生活者及び生活困窮者と思われる人への声掛け活動 

 

 隔週土曜日 AM6:00～AM8:00 位まで支援を行う為の朝回り等での声かけ、巡回相談、パンフレットの配布を

行い、路上生活者及び予備軍へのアプローチを行うと同時に、新しい情報収集を行いました。顔見知りのホー

ムレスの方々との話の中で新規の人の情報、今はこのあたりに人が集まっている等の情報を貰います。そして、

ホームレスの人達の安否確認も兼ねて行っています。新しく声を掛け、相談をしてくれた人は迅速に繋ぎ先を

決めるよう手配します。もしくは、ベトサダ荘に数日間入ってもらい、体力を回復してもらい、今後の方向性

を聞き取りどうするか決めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



朝回り 

 

    
   

    
 

    
  

 



巡回相談 

日時 見かけた人 場所 参加者 新規困窮者 長期困窮者 備考 

4 月 7 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
22 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→ポールタウン→JRA→北 1 条駐車場

通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 17 名   

21 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
25 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→ポールタウン→JRA→北 2 条駐車場

通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 20 名   

5 月 5 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
22 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 14 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 7 名 20 名   

19 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
21 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 15 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 6 名 15 名 ＨＴＢ同行 3 名 

6 月 2 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
15 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 16 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 1 名 14 名   

16 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
19 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 17 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 4 名 15 名   

30 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
19 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 18 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 4 名 15 名   

7 月 14 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
14 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 19 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 4 名 10 名   

28 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
13 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 20 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 13 名   

8 月 11 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
16 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 21 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 7 名 12 名   

25 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
17 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 22 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 10 名   

9 月 8 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
12 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 23 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 2 名 10 名 
地震により地下歩行空間が帰宅困難者用に

開放されて大量の人が寝ていた 

22 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
18 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 24 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 13 名   

10 月 6 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
18 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 25 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 13 名   

20 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
19 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 26 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 6 名 13 名   

11 月 3 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
23 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 27 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 18 名   

17 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
21 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 28 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

3 名 5 名 16 名   

12 月 1 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
25 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 29 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

3 名 5 名 20 名   

15 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
22 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 30 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 6 名 16 名   

29 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
15 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 31 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

2 名 5 名 10 名   

Ｈ30 年 1 月 12 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
21 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 32 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 6 名 15 名   

26 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
18 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 33 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

3 名 5 名 13 名   

2 月 9 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
23 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 34 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 18 名 創成川公園に荷物有り 

23 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
25 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 35 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 5 名 20 名   

3 月日 9 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：00 
21 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 36 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

4 名 6 名 15 名   

23 日 

ＡＭ6：00～ＡＭ8：04 
23 名 

エスタ→地下歩行空間→大通コンコース→市営バスセンター

→中央バスターミナル→創成川公園→大通公園→北 37 条

駐車場通路→アピア→札幌駅→エルプラザ行き通路 

3 名 6 名 24 名   

 



路上生活者及び生活困窮者の緊急避難施設（シェルター）の設置 

 

 生活支援として、住居の確保を行いました。住所が無いと就職もしくは家を借りる事が出来ない為、住居を

定め自立できるよう支援しています。緊急シェルター兼住居のベトサダ荘は「札幌市一時生活支援事業」（24

名収容、期間 3ヵ月）、及び支援付き住居の（5名収容、期間 12 ヵ月）等の住居を提供しました。 

 

そして、衣類の提供、食事の支援を行い、不安無く就労し、一日でも早い自立が出来る様に支援を行いまし

た。ベトサダ荘では緊急シェルターも兼ねている為、深夜でも受け入れ要請があります。その為 24 時間スタ

ッフが常駐し、いつでもどんな事にも即対応出来る様にしています。日頃から入居者に対し常に声かけ等を行

い、相談、リスクヘッジを行い、自立に向けたサポートを行いました。 

 

北海道という地域性もあり、冬場では生死に関わりますので即入居を行います。また、警察・拘置所（弁護

士を通してを含む）・刑務所からはから 23 件の受け入れ要請が有りました。 

 

24 時間対応電話相談 

 

 夜間の電話相談、受け入れ等の業務に専属スタッフ 3 名を置き、いかなる時でも支援できる体制をとりまし

た。警察署、他支援団体、市民情報、本人のインターネット検索等による、相談、連絡、要請等が有ります。緊

急シェルターとして受け入れは、365 日 24 時間体制で受け入れしています。夜間電話相談は 39 件あり、18：00

～8：00 までの受け入れは 52 件ありました。 

 

上記に係る運営維持管理業務 

 

 事業事務専任スタッフとしては 2名を配置しました。日中の管理運営業務は他 4名が執り行いました。他団

体との繋ぎの打合せ、資料作成を行い移行がスムーズになるよう段取りを行いました。 

 

以上のように段階的及び継続的伴走型支援の実施を行い、1 人一人に寄り添った支援をしています。助成金

により当初予定していた支援はできたと思います。引き続き住宅支援を行っている 2名は自立に向けて支援し

ていきます。 

 

施設見学・取材 

平成 30 年度 施設見学・取材 

日付 団体名 目的 備考 

4 月 1 日 （株）佼成出版社(立正佼成会)   取材・写真撮影      

4 日 清田高校 3年生 施設見学・質疑応答      

11 日 江別市の GH こころの会の職員 障害を持つ方の連携について    3 名 

5 月 2 日 憲法研究者（会員）Ｉ大学名誉教授 施設見学、講演の為、支援活動の話を聞きたい   

11 日 HTB 放送 入居者のインタビュー及び追跡取材。14 日他施設に移動に同行 
6 月 23 日 

テレメンタリ―で放送 

12 日 慈照ハイツ 他団体の紹介で施設見学・質疑応答   2 名 

16 日 中央区会員様   施設見学      

19 日 HTB 放送 朝回り同行取材  

6 月 25 日 福岡市就労自立支援センター ＮＰＯ法人福岡すまいの家 施設見学、支援活動の話を聞きたい。   

7 月 20 日 北海道新聞記者  入居者取材   

24 日 北海道新聞記者  入居者取材   

8 月 21 日 北海学園札幌高校 3年生 施設見学    3 名 

30 日 
道庁保健福祉部福祉局地域福祉課地域福祉推進グループ 1名・

れおん 3名   
施設見学    4 名 

9 月 1 日 札幌市保健福祉局総務部 保護自立支援課 施設見学    3 名 

12 月 6 日 朝日新聞 ソシアルハイム火災から 1年を迎えての特集記事の取材依頼   

H31 年 1 月 1 日 ジャーナリストと朝日新聞記者  本日入荘の人の取材。刑務所まで同行。      

2 日 ジャーナリストと朝日新聞記者   他団体との面談を取材。      

19 日 HTB テレビ 火災から 1年＆就労支援について    入居者取材対象  

23 日 ジャーナリストと一宇会 刑余者の受け入れ等の懇談      

25 日 10：00・17：30 HTB テレビ ベトサダ室内の撮影      

 



無料職業紹介事業 

 
ベトサダ利用者に対してのみ事業を行います。 

今年度無料職業紹介事業で就職先を支援したのは 40 名になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



NPO法人ベトサダ
社会的インパクト評価実践

2019年1月
北海道NPOファンド 社会的インパクト評価支援チーム

NPO法人ベトサダの活動とは（１）

≪ミッション≫
就労により社会的関係を築き、将来、助けられる人から助ける人になること

≪活動内容≫
生活困窮者(特にホームレスの方)に対して、衣食住を提供しながら就労支援活動を行い、一般就労という形
での自立を支援する活動をしている。

具体的には下記活動を実施。

①衣食住の提供（就労前提で寮付の職場につなぐことも含む）
②就労支援・・・求人情報の提供(無料職業紹介所として厚労省に登録済み)

面接への送迎、カウンセリング
③生活面を整える・・・金銭管理、生活習慣支援
④抱えていた問題解決支援

債務整理等の場合の弁護士の紹介、医療支援、手続き支援
精神的ダメージをカウンセリングによりひも解く

Y.M
タイプライターテキスト
社会的インパクト評価（NPO 法人NPO サポートセンター事業より参照）

Y.M
タイプライターテキスト

Y.M
タイプライターテキスト

Y.M
タイプライターテキスト

Y.M
タイプライターテキスト



NPO法人ベトサダの活動とは（２）

≪ベトサダの活動の特徴≫

１．生活保護に頼らない

年配であったり、身体が不自由だったり、心の病気を抱えていたりする人であれば適切に公的援助に繫げ
るが、まだまだ働ける方（働く意志がある方）であればできるだけ就労に導き、最終的には自力で新しい部屋
を探し、完全に社会復帰することを目指す。

２．即時入居可能

利用者の生命の危機を救うことがあると認識している。そのため全国でも数少ないという即時入居を受け入
れる体制を整えている。

≪守備範囲≫
北海道内（拠点は札幌だが、道内様々な地域から問い合わせがある）
脱・路上を促す声かけ・夜回り／生活困窮者の受け入れ～自立まで

ベトサダの活動のロジック

他人の困窮・困難に無関心でない社会の実現究極成果

助けられる人が助ける人になる
・ベトサダの活動に参加する
・困窮者支援の活動を自ら開始する

長期成果

支援対象者が社会的な孤立から脱却している
就労意欲をもって自立した生活を送っている

途中成果

対象とする社会課題 路上生活者/生活困窮者が
路上生活/生活困窮から抜け出せない

①部屋を作る（就労前提で寮付の職場につなぐことも含む）
②就労につなげる
③生活面を整える（金銭管理、貯蓄など）
④抱えていた問題を解決する…身分証を取得、債務整理、親との関係



１－１．ベトサダの活動の妥当性（アウトプット）

●ベトサダの活動は利用者のニーズに合っているか

※2017年度実績
※2016年度入荘者（年度をまたいでの入荘者も含め）を除く

162名の入荘 ※参考･･･2017年度ジョインへの相談件数：308件
※参考･･･全国ホームレス人数：4,977人

（平成30年1月調査による）

様々な理由から、居場所がなくなってしまった方に衣食住を提供している

・実家を飛び出してきた
・就職を探しているうちに所持金が尽きた
・家族や友人を頼って札幌に来たが、援助を切られた
・万引き等で保護された

など

・ジョイン経由の入荘の割合は半数近く

・警察経由の入荘20件のうち、11件は20時～早朝にかけて。

・支援団体については、労福会は夜回りで声がけした方、

その他団体では、就業につなげられると判断された方がベトサダに入荘。

【入荘経路】

ジョイン
48%

その他
3%

警察
12%行政

1%

支援団体
19%

自ら
16%

知人の紹介
1%

札幌市内
47%

道外
33%

道内
19%

不明
1%

【入荘前居住地】

・札幌市外から来た方が半数以上を占めている



【退荘理由】

ベトサダ荘退去理由 件数 割合

その他 3 1.85%

家族受け入れ 8 4.94%

行政（救護施設入所） 4 2.47%

自主事業へ移行 5 3.09%

自立 51 31.48%

生保受給 41 25.31%

自主退荘 27 16.67%

退荘扱い 4 2.47%

入荘中 16 9.88%

友人援助 3 1.85%

総計 162 100.00%

自立：34.57%
※就業により住居確保＆自主事業への移行含む

生保受給：25.31%
自主退荘：16.67%
※連絡なく姿を消し、消息不明となるケース

ジョイン
53%

その他
4%

警察
9%

支援団体
18%

自ら
16%

自立ケース（入荘経路別）

ジョイン
44%

その他
7%警察

17%

支援団体
22%

自ら
5%

知人の紹介
5%

生保受給ケース（入荘経路別）

ジョイン
48%

警察
11%

支援団体
19%

自ら
22%

自主退荘ケース（入荘経路別）

【退荘理由別入荘経路】

・ジョイン経由の入荘の割合は大きく変化しない。
⇒ベトサダのキャパシティが大きく影響している（受け入れ人数が多い、即時入居可能）
⇒就労希望ではなくても、即時入居の必要性がある場合、ベトサダに受け入れを依頼

・警察経由の入荘割合は生保受給ケースが髙い
⇒



※2017年度実績
※2016年度入荘者（年度をまたいでの入荘者）を除く

家族受け入れ
3%

自主事業へ移行
9%

自主退荘
24%

自立
40%

生保受給
6%

退荘扱い
6%

入荘中
9%

友人援助
3%

20代

家族受け入れ
4%

自主事業へ移行
6%

自主退荘
21%

自立
38%

生保受給
23%

入荘中
4%

友人援助
4%

30代

その他
3%

家族受け入れ
3%

行政
3%

自主退荘
17%

自立
20%生保受給

25%

退荘扱い
3%

入荘中
26%

40代

その他
4%

家族受け入れ
8%

自主退荘
12%

自立
36%

生保受給
36%

入荘中
4%

50代

その他
5%

家族受け入れ
10%

行政
11%

自立
16%

生保受給
53%

退荘扱い
5%

60代

【年齢別退荘理由】

・年齢が上がるほど自主退荘者は減る。
・年齢が上がるほど生保受給者は増える

※退荘扱い･･･逮捕など
その他･･･なんもさ火災による一時支援など

◦ 【入荘者の声】

・いろいろ助けてもらったと思っている。

・相談すれば聞いてくれる。声をかけてくれる。

・技術的な面よりも気持ちの面でつながりを感じられた。

・助けてくれる場所、生まれ変わらせてくれる場所。

・できることは手伝いたいと思う。

ベトサダとしては、
「あくまで通り過ぎる場所」
「居心地がよくなるのも困る」

というスタンス

◦ 【自主退荘率：16.67%】

・大半が入荘後二週間以内で退荘する。

・3ヶ月ギリギリでいなくなってしまう方、

就業先が決まった日の朝にいなくなってしまう方も。。。

・ベトサダに合う人、合わない人はいる。

・環境は厳しい（施設が古い/老朽化もひどい/雑魚寝に近い）

※ただし、そこに温かさを感じる方もいる。

相部屋でコミュニケーションが取れなくてつらくなる方もいる。

退荘までの期間
（⽇数） 人数

0~9 11

10~19 8

30~39 2

40~49 1

60~69 1

70~79 1

80~89 2

入荘中 1

総計 27



１－２．ベトサダの活動の妥当性（アウトプット）

●ベトサダの活動は関係者のニーズに合っているか

・協力企業：現在８社（連携先） ※ブルーカラー系（建築・土木・工場・倉庫）が多い

【社会貢献】…困窮に陥る可能性はだれにもあり、自立支援の社会的意義

【本業のため】…人手不足への対応（誰でもよいから人手が欲しい）

・行政等：ジョイン経由も含め、行政・警察からの受け入れは多い

・支援団体：労働と福祉を考える会・・・夜回り等で見つけた人を一時的に即時受け入れ

希望寮・・・就業したい方はベトサダへ

なんもさサポート・・・？

ほっとらんど・・・就業したい方はベトサダへ

「即時就業につなげるのは
ベトサダが一番上手」、と
いうのは業界では有名。

２－１．ベトサダの活動の持続性

〇持続するための組織構築はできているのか

【体制について】

現在の体制：支援担当3名、事務局2名、食事担当1名 の6名体制

※代表山崎氏及び事務局長藤原氏・・・24時間365日体制で活動

※食事担当は朝4時におにぎりを作る→22時に夕食終了＆後片付け

人件費
2016年度 10,470,000円
→2017年度 9,932,633円

支援者へのお礼状に同封する。
1つ作成するのに一時間ほどかかる。



【資金面について】

・寄付額

2014年度 3,241,922円→ 2015年度 3,342,443円

→ 2016年度 4,406,917円→ 2017年度 4,089,713円

・受託事業収益 （2015年度までは助成金・補助金・委託費の総額）

2014年度 22,680,960円→ 2015年度 23,591,080円

→2016年度 20,532,960円→ 2017年度 20,070,720円

物品の寄贈件数(延べ件数) 2016年度 200件→2017年度 114件

金品の寄附件数(延べ件数) 2016年度 370件→2017年度 379件

支援者は毎回お礼状を楽しみ
にしてくれている。

毎月同封する折り紙をきれいに
並べて飾っていただく方も。

２－２．ベトサダの活動の持続性

〇プロジェクトの効果は持続するのか

【一時支援事業での受け入れ以降の支援対象者へのフォロー】
・退荘時には「何かあったら連絡するよう」伝えてはいる、

（が、ベトサダとしては基本的にはその時所属している企業などに一番に相談してほしい。）

・自主事業への移行（2016年度5件）

・自主退荘者へのフォローは現実的に不可能

・連携企業への就業→自立した方については連携企業と情報共有

※連携企業から転職、行方不明になってしまった方については追うことはできない



ベトサダの活動の生み出している価値のまとめ

どういう成果があったか その成果にどういう意味があるか

即 時 入 居 入荘者数：162名 （利用者ニーズ）
162名の衣食住を提供できた。
・・・ベトサダがなかったら凍死した人もいたかもしれない。
・・・すぐに就業し生活再建できる。

24時間・365日対応 （利用者＆行政ニーズ）
行政が対応できない早朝や真夜中、休日にも対応できた。

自立支援 入荘者数の34.57%が自立
生活保護に頼らない支援

（利用者ニーズ）就業意欲がある方の希望を叶えることがで
きた。
入荘者が就業にあたって立ちはだかる課題を解決した。

人的資源のコーディネート （企業ニーズ）人手不足に悩む企業へ人手を提供

ベトサダの活動をサステイナブルなものにするために
【見えてきた課題１】

自主退荘者への

対応

居住環境の問題の
解決を検討

例えば、建物の改
築や個室や家具の

整備検討

ファンドレイジング
等対応策を検討

支援のやり方を見直し

その他理由？

・前提として、「ベトサダで耐えられない方は社会でも耐えられない」という信念がある。
・性質として“しょうがない”という面はある。
市外から来た方など必ずしも札幌にいる必要のない方、一時だけ寝る場所が欲しかった方、
例えば家出少年など、家よりベトサダの方がつらいと感じれば出ていく。



ベトサダの活動をサステイナブルなものにするために
【見えてきた課題２】

退荘後のフォロー

退荘後のフォローをする どこまですべきか

退荘後のフォローはしない

その他？

・再入荘者が増えてきている。

・退荘者へのフォローは、退荘時に声がけのみにとどめ、

基本的には次の場所で次の頼るべき人に頼ってほしいと考

えている。

ベトサダの活動をサステイナブルなものにするために
【見えてきた課題３】

建物が老朽化

新たな建物を探す

理解ある大家さん
を探す

ファンドレイジング
等対応策を検討

建物を修理する

建物が使えなくなったと同
時にベトサダも終了

その他？



ベトサダの活動をサステイナブルなものにするために
【見えてきた課題４】

次世代に引き継げな
い

人件費を上げる

ファンドレイジング戦略

人材を増やす

社会課題の発信

政策提言

その他？

行政予算をとる

・現スタッフの“思い”によっているところが大き
い。
・ボランティアは現在いない。

募集していない。

• 内部でのデータ収集、情報共有のルーチン化

☆ベトサダとして単年度で目標としたい成果を検討し、継続的に深め、

理事会の総意としての「成功の姿」を思い描き、言語化・図示してはどうか？

☆理事会として今後の組織として蓄積しておかなければならない情報の整理

（政策提言やファンドレイジング戦略作りの際に役立つものを検討）

ベトサダの活動をサステイナブルなものにするために
【組織内部への提案】



• 伝える相手（ターゲット）の整理

行政・・・例えば何を求めるか、、、資金？制度？

協力企業・・・増やすべきか、増やすとすると分野を広げるか、、、もしくは連携を強化すべきなのか。

寄付者・支援者・・・寄付者を増やすにはどうすべきか、既存のフォローでよいのか。

• 情報発信のあり方

ベトサダニュース

その他メディア（テレビ、雑誌）

ベトサダの活動をサステイナブルなものにするために
【対外的に伝えていくべきこと】
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